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木材研究 ･資料 第25号 (1989)
の土が雨に流されて落ちてきたそのままの状態の宝物が目の前に出されてくる｡正倉の両端すなわち北と南
の両方の倉の壁体は,断面がほぼ三角形の校材を4面におのおの20本積み上げて構築されている｡これが直








































































































林 :藤ノ木古墳 ･正倉院 ･桂離宮
かな知識を持っているかというとちょっと疑問を感じる｡古代文明は木とともに成長したとも言われる｡そ
れは森林が豊富にあったことを反映している｡弥生時代の遺跡からは多くの木製品が発掘されている｡食器
などの日常雑器から農耕具,土木 ･建築部材,船など極めて多くの種塀があって,当時の木材利用のレベル
が木取りの的確さの点からも加工技術の精巧さからもかなり高い水準にあったことを示している｡言うなら
ば弥生時代は木器時代とでも言えるぐらいである｡弥生時代におけるこのような木材利用の発達も,その前
の縄文時代の長い伝統に根ざすものであることは間違いがない｡鳥浜貝塚からは縄文時代の石斧の柄がたく
さん出土しているが,サカキやタモの幹の枝分れ部分を枝を付けて短く切り取り,幹の部分は石斧をはめ込
むソケット状にして,枝の先にはグリップをつくって柄に仕立ててある｡今から6000年前に石斧だけで作っ
たと思えない見事な仕上になっている｡縄文の昔から木材は人類の文化の発展に寄与したというべきであろ
う｡
少し前まで水田稲作の開始は弥生時代と言われていたが,最近では縄文の後期の遺跡からいろいろ稲作の
証拠が発掘されるようになった｡遺跡分布の多少は多分に偶然性によるもので,近年は開発の大小や頻度,
さらに文化財行政の熱意によって左右されるものである｡このような発見により出土品の分布する中心地は
変わってくることも充分に考えられる｡遺跡などで遺物が発掘されたとき,仕分の作業は調査者がする｡調
査現場では試料の収集に努力し,調査が終わってから各方面の専門家にサンプルを送ってくる｡木材の樹種
識別,花粉分析,土壌の分析,炭素同位元素による年代の測定などをするためである｡例えば私のところに
は木材の小さい試片を送ってきて樹種の同定を依頼される｡特定の研究者にサンプルが殺到し,決められた
期間内に同定を完了することが困難になる｡調査期間に余裕がないためである｡遺跡を調査している人々の
間にはもっといろいろな分野の理化学的分析をしようという気風はあるが,なかなかうまくいっていない｡
また一通りの結果が得られても,自然科学分析という項目で纏められて報告書の内容に反映していないこと
が多い｡考古学も土器の形式や編年だけに奔走していた時代から,今では民俗学,植物学,動物学,地質学
などの学際研究がもっと積極的に,そしてもっと連携をとって進められる時代へと変わりつつあるようでめ
る｡
木材の組織を覗き始めてからもう30年以上になる｡そのおかげで今ではだれも手に取ってさわれないよう
になった藤ノ木古墳の馬具もまだ文化財に指定される前だったので,あちこちいじくり回して調査すること
ができた｡正倉院の御物も,展覧会のときにはガラスケースの中に入っているものを,調査という名目で直
接さわることができた｡みんな木材の組織を眺めていたお蔭だと思って感謝している｡しかし忘れてならな
いことは,残存している貴重な木製品の陰に,歴史上は名前も残らないこれらを作った多くの工人や,現在
まで苦労をして保存,保管されてきた多くの人々の努力があったからこそ,有名人の名前と製品が残ってい
るということである｡
顕微鏡で木材の組織を眺めていると,本当に自然とはよくもこれほどうまく作るものだと感心する｡木材
はまさに大地からのすばらしい贈り物であり,遺跡からの出土木材は長いタイムトンネルを通ってきた地下
からのメッセ-ジだと思う｡その木材を相手にしている御蔭でこんな仕事をさせてもらったのだから,木材
には本当に心から感謝をしています｡有難うございました｡
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